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SINETの現状

•全都道府県にSINET DCを設置し、DC間を100Gbps回線 (東阪400Gbps回線) で接続, 
海外（欧州、米国、アジア）も100Gbps回線で接続

•多様なサービスで、実験設備やクラウド等の利用、共同研究環境形成、遠隔教育等を支援
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ロサンゼルス

シンガポール

ニューヨーク

*

*

アムステルダム

：SINET DC ：国内回線（100Gbps） ：国際回線（100Gbps）：国内回線（400Gbps）

（2020年12月31日現在）

共同研究

全国各地

大型実験
施設

スパコン
直結

クラウド

HPCI12拠点 商用41拠点

海外

アクセス回線（最大100Gbps） セキュアモバイル網

高速Internet 各種高速VPN オンデマンド

加入数 (割合)

国立大学 86 (100%)

公立大学 86 (  91%)

私立大学 421 (  68%)

短期大学 80 (  25%)

高等専門学校 56 (  98%)

大学共同利用機関 16 (100%)

その他 219
合計 964

研究機関大学 企業
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SINET
ノード

SINET
ノード

L2VPN/L3VPN等

SINETの主なサービス

• 超高速インターネットに加え、セキュアな通信環境を実現するVPNサービス、機動的に
通信環境を設定するオンデマンドサービス、セキュアなモバイルサービス等を提供
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超高速インターネット 多様なVPNサービス

オンデマンドサービス セキュアなモバイルサービス

大学E

研究機関D 大学C
研究機関B

大学A

大容量データ

大型実験施設

先端研究のために十分な帯域を確保 GW

利
用
帯
域

大きなピークも保証

時間

Internet

セキュリティ監視

NII-SOCS

共同研究の例

SINET
利用機関

SINET
利用機関

LS4 LS4

LS4 LS4 LS4

ユーザ

SINET
利用機関

SINET
利用機関

LS4 LS4

ユーザ ユーザ
ユーザ ユーザ ユーザ ユーザ

ユーザユーザ ユーザ

：L2VPN ：多対地VPN

通過ルート指定

オンデマンド
サーバ

動的設定

NSI
国際接続

設定要求

クラウド
コントローラ

REST

帯域確保

対地追加・削除

自然保護地域

ストレージデータ データ

広範囲エリア

VPN網

大学 企業 地方公共団体

ストレージデータ データ ストレージデータ データ

GPUサーバ等 高性能サーバ汎用サーバ

L2VPN

キャリア
モバイル網線

L2VPN

地域コミュニティ
遠隔地

海上

面

協力事業者環境商用クラウド 大学等

SINET専用仮想網
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• SINETに直結した商用クラウドサービス（31社）を、290以上の加入機関に提供中

• 商用クラウドサービスを高速・安全・低価格で利用可能

SINET直結クラウド 提供機関一覧

3
（2020年12月31日現在）

提供中 31社（41拠点）

調整中 1社

クラウドデータセンタ

大学等

直結

L2VPN

• データドック（調整中）

新潟

• 北電情報システムサービス

富山

• 三谷商事

福井

• ミライコミュニケーションネット
ワーク

岐阜

• 西日本電信電話

愛知

• NTTスマートコネクト

• NTTデータ九州

福岡2

• 佐賀IDC

佐賀

• 鳥取県情報センター

• 西日本電信電話

鳥取

• 西日本電信電話

京都

• アマゾンウェブサービスジャパン

• インターネットイニシアティブ

• NTTスマートコネクト

• オプテージ

• 西日本電信電話

• 日本アイ・ビー・エム

• 日本オラクル

• 三谷商事

大阪

• 富士通

兵庫

• さくらインターネット

• 北海道総合通信網

北海道1

• 富士通

群馬

• 東日本電信電話

• フルノシステムズ

埼玉

• アイネット

• 日本電気

神奈川

• アマゾンウェブサービスジャパン

• 内田洋行

• NHNテコラス

• NTTコミュニケーションズ

• エヌ・ティ・ティ・ビズリンク

• さくらインターネット

• GMOインターネット

• 東北緑化環境保全

• 日本アイ・ビー・エム

• 日本オラクル

• 日本事務器

• 日本マイクロソフト

• ネットワンシステムズ

• 富士通クラウドテクノロジーズ

• UQコミュニケーションズ

東京1
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2020年度の主な活動
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2020年度

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

①covid-19対応

Cisco Webex無償支援（申請から180日間）

4月からの大学等遠隔授
業に関する取組状況共有
サイバーシンポジウム

企業との連携による
遠隔教育支援

サイバー大講堂
（2年間）

計24回開催

ソニー寄附金による
支援アナウンス

②初等中等教育
対応

マスタープラン2020
の重点大型研究計画
に選定
（日本学術会議）

ロードマップ2020
に選定
（研究環境基盤部会 学術研究
の大型PJに関する作業部会）

③SINET6対応

新時代の学びにおける先端技術導入実証
研究事業(多様な通信環境に関する実証)

オーソライズ

説明会等 オープン
フォーラム

サービス
説明会

共同調達
説明会
（第1回）

個別相談

学校ICT環境整備促進実証研究事業
(遠隔教育システム導入実証研究事業)

共同調達
説明会
（第2回）

NTT BizLink 無償支援 Webexと直接経路交換 予定

次世代計算基盤検討部会
次世代学術情報NW・
データ基盤整備作業部会
（検討結果まとめ）

予定
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① 世界最高水準の400Gbps技術導入
によるネットワークの経済的高速化

SINET6の方向性

5

SINETの今後の方向性

② SINET接続点の拡大などによる
SINETアクセス環境の向上

③ 5G技術導入による広域高速データ
収集環境の整備

④ エッジ/NFV技術導入によるより細
やかなサービスの拡充

⑤ 国際回線の帯域増強と対地拡大によ
る国際連携強化

ユーザ要望

• 回線帯域の十分な確保

• アクセス環境の改善

• モバイル基盤の強化

• VPN等のサービスの強化

• セキュリティ強化

• 国際接続環境の強化

• 遠隔授業IT基盤の強化

• GIGAスクール構想支援

• Society 5.0実現に向けた貢献

海外動向

• 400Gbps光伝送技術の進展

• 5Gモバイル技術の登場

• ﾈｯﾄﾜｰｸ仮想化(NFV)技術の進展

技術動向

• 米国や欧州を中心に400Gbps技術
による新ネットワーク構築が進行中

• 欧州、南米、アフリカ、豪州に向け
国際回線の増強が活性化

注）GIGAスクール構想支援は別途考慮要



© 2021 National Institute of Informatics

2022

ネットワークの発展イメージ

• SINET6では、①400Gbpsの全国展開、②SINET接続点の拡大、③超高速モバイルと有
線の融合、④エッジ機能配備とサービス拡大、⑤国際回線の増強等を目指します

•同時に、オープンサイエンス実現のための研究データ基盤の本格展開を目指します

6

SINET5（2016～2021年度） SINET6（2022～2027年度）

• 全国400Gbps化 ＋ SINET拡張DC

• 5G モバイルSINET ＋ ローカル5G

• NFVとルータによる柔軟なサービス

• 国際回線の帯域強化と対地拡大

• 全国100Gbps（東阪は400Gbps）

• 4G モバイルSINET

• ルータによるVPNサービス

• 国際回線の全100Gbps化

欧州・アフリカ

４G モバイルSINET 

：SINET DC

：400Gbps国内回線

：100Gbps国内回線

：100Gbps国際回線

欧州

アジア

米国

：拡張 DC

：SINET DC

：400Gbps国内回線

：100Gbps国内回線

：100Gbps国際回線

ローカル5G

5G モバイルSINET

アジア・オセアニア

米国・南米

学術認証基盤
クラウド活用基盤

VPNサービス、オンデマンドサービス等

研究データ基盤

コンテンツ基盤

高度学術認証基盤

シームレスセキュアクラウド基盤

研究データ基盤
図はイメージ

有線・無線融合ネットワークサービス基盤
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令和2年度第3次補正予算

7
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国内回線構成イメージ
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：現行SINET DC

：拡張DC/東京地区DC

：400Gbps国内回線

：100Gbps国内回線

• SINET6では全国を400Gbps（沖縄は当面100Gbps×2 *）で整備し、その後、
トラフィック状況により適宜増強

•現DCに加え拡張DCを設置、また東京地区のDCを見直し、アクセス環境を改善

＊ 技術的な制約により当面100Gbps×2

拡張DC

函館

旭川

室蘭

帯広

上北

福島

水戸

柏

相模原

東京地区DC

港

文京

三鷹

立川

大手町 (1年程度)

拡張DC

長岡

松本

神岡

浜松

沼津

岡崎

彦根

姫路

沖縄北部

注）上記は大まかなDCの位置を示しており、
具体的な場所は4月頃決定
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国際回線イメージ（2022～2024年度）

9

ESnetCalREN

CANARIE

Internet2 MAN
LAN

GÉANT

NORDUnetSURFnet

AARNet

RedCLARA

: 100Gbps国際回線

アムステルダム

ニューヨーク

グアム

シドニー

ハワイ

ルアンダ

ケープタウン サンチャゴ

サンパウロ

• 米国回線： ロサンゼルス・ニューヨークまで100Gbps×2以上

• 欧州回線： アムステルダムまで100Gbps×２以上（時期は検討中）

• アジア回線： シンガポールまで100Gbps（継続）

• グアム回線： グアムまで100Gbps（新規）

ロサンゼルス+α

NGN

シンガポール

フォルタレザ

REUNA

Pacific
Wave

東京

Nether
Light
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大学等のアクセス回線（要望調査結果）
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• アクセス回線の「増速・新規接続」と「これから検討」が全体の 76 ％

• 400Gbps回線の要望もあり、100Gbps回線も大きく増える見込み

増速・新規接続
38%

これから検討
38%

現状維持の予定
24%

400G
4% 100G

19%

10G
54%

1G
19%

1G(T)
4%

加入機関 データセンタ

通信
装置

アクセス回線
（加入機関所有）

パッチパネル

終端
装置

SINET
ノード

終端
装置

SINET6

増速の検討状況（回答数619） 予定回線速度（回答数272）
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•高性能性と高信頼性を併せ持つSINET5のアーキテクチャを踏襲予定

•サービスレイヤは、論理的に分離された6程度の面を構成
• IP dual面： IPv4/IPv6インターネット接続サービスを提供する面

• 静的VPN面： 静的にL3VPNとL2VPN/VPLS/仮想大学LAN等を設定する面

• 動的VPN面： オンデマンドにL2VPN/VPLS等を設定する面

• 連携１/2面： 小中高、地方自治体、医学界、産業界等との連携を考慮し設定しておく面（2面用意）

• 実証評価面： 先進的な技術を実験するための面

ネットワークアーキテクチャ

11

耐震性と安定給電に優れたＤＣ

ルータ

L2MUX

WDM

アクセス回線

光伝送レイヤ

パケット伝送レイヤ

サービスレイヤ (フルメッシュ)

予備パス

現用パス

コントローラ

切替

光ファイバ

波長パス

論理パス
(現用/予備)

VLANパス

完全分離

Internet

静的VPN
動的VPN

連携1

連携2

Internet面
静的VPN面
動的VPN面
連携１面
連携２面

実証評価
実証評価面

400GbE

400GbE

400Gbps

1
0

0
G

b
E

エッジ
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ルータ間接続トポロジー

• 国内ルータ：全DCのルータをフルメッシュ接続

• どのDCに接続にしても、提供するサービス、IF、通信パフォーマンスは同じ

• 海外ルータ：国内の任意のルータに接続

12

RR

AMS

NY

大阪
GW

東京
A

大阪

LA

RR
RR

RR
TEIN

SG

Guam東京
GW

フルメッシュ接続

Internet

Internet
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自然保護地域
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400Gbps + 5G の融合によるデータ収集

• 現在のセキュアなモバイルSINETを5G対応に拡張（4G/3Gも継続提供）

• 大学等が構築するローカル5G網と連携し、SINET側にコア機能を実装

5G モバイルSINET
（専用仮想網）

アクセス回線

商用クラウド
ﾃﾞｰﾀ活用社会創成
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ（mdx)

大学等リソース

SINET エッジ

５Gスイッチ

ユーザ管理

大学
ローカル5G網

広範囲エリア

高速モバイルで研究
活動領域拡大を支援

地域コミュニティ

遠隔地

海上

VPN網

SINET結合
VPN設定機能

L2VPN
L2VPN

• スポットエリアからの安定した超高速
モバイル通信を実現

L2VPNSINET6
（400Gbps）

SINET-
SIM管理

• 遠隔地、広範囲エリア、移動体、海上等を広くカバー
• セキュアな通信環境を実現
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SINETへの冗長接続について

• 現在でもアクセス回線（回線１、回線２）を2本用意することで冗長化することが可能

• 回線2の方を小型回線多重装置経由とすることで、隣のDCに接続することも可能に

• ただし、アクセス回線２は通常はStandby回線、速度は原則10Gbpsまで

14

Internet

SINET大学 ルータ

ルータ

IF1-1

IF2-1

最寄りのDC

次に最寄りのDC

小型回線
多重装置

伝送装置

回線多重装置で多重し
隣接DCまで接続

回線１

SINET
大学

ルータ

IF1-1

IF1-2
Internet

冗長化１：異なるラインカードに収容

冗長化２：異なるルータに収容（検討中）

•大学と最寄り及び次に最寄り
のSINETルータとを、2本の
アクセス回線で接続

•大学と最寄りのSINET DCと
を2本のアクセス回線で接続

最寄りのDC
リンクアグリ
or 固定切替え

伝送装置

回線２

回線１

回線２

新サービス
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エッジ/NFVによるサービス提供

• 片道2ms 以内の遅延時間を考慮し、以下の拠点にエッジサーバを配備してサービスを提供

15

サーバ種別 サービス名 機能

エッジサーバ
(論理サーバ)

Pingチェックサイト SINETアクセス回線死活監視

分散セカンダリDNS SINET分散セカンダリDNSサービス

学認DS 学認ディスカバリサービス

学認連携Radius 学認連携用radius

eduroam キャンパス無線LAN相互利用サービス

eduroamクライアント用DNS eduroam用DNS

L2OD L2OD制御サーバ

5G交換機 ５Gコア機能

eduVPN（検討中） eduVPNサービス

＊ 技術的な制約により当面100Gbps×2

：エッジ/NFV設置拠点
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アクセス回線とラックの共同調達

• アクセス回線ならびにユーザラックの共同調達を実施予定

16

ユーザインタフェース

共同調達の内容

• 400GbEまでを提供（拡張DCも同じ）
• 利用が極めて少ない10M Ethernetは廃止

FE/GbE (T)

GbE (LX)

10GbE (LR)

40GbE (LR4)*

100GbE (LR4)

ルータ等

400GbE (FR4)

ユーザ
インタフェース

共同調達項目

①アクセス回線の共同調達（継続）
•1Gbps, 10Gbps, 100Gbps, 400Gbpsから選択

②ユーザラックの共同調達（予定）
•サイズ, 電源種別, 奥行き, 冗長化等を選択可能

①SINET DCへのアクセス回線を一括共同調達

加入機関
キャンパス

SINET DC

終端
装置

構内
配線

アクセス回線
終端
装置

キャリコロ
ラック

パッチ
パネル

②以下の２ケースを想定しユーザラックを共同調達
•キャンパス内の機器を「キャンパス最寄のSINET DC」へ移設

•DRのため、機器を「キャンパスから遠いSINET DC」へ設置

加入機関機器

構内配線

ユーザラック

パッチパネル SINETルータ

SINET
ルータ

SINETラック

SINETラック

*) 40GbEのアクセス回線は共同調達はしませんが、IFは提供
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初等中等教育への対応

•初等中等教育へのSINETの開放は、2022年4月時点では実施されない予定

•大学等との共同研究での接続は引き続き可能

• 2021年度は、SINET活用実証研究事業を実施予定

17
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• SINET6は、SINET5とは別のネットワークとして構築し、2021年度第４四半期
にアクセス回線の収容移行を開始する予定

• SINET5への新規接続申請は、2021年度前期に停止する予定（別資料で説明）

• 初等中等教育機関の共同研究での新規接続も同様

18

SINET6への移行について

加入機関

移行

移行期間は
2021年度第４四半期

アクセス回線

SINET5
DC

SINET6
DC

アクセス回線

渡り回線

SINET6の最寄のDCSINET5の最寄のDC

https://www.sinet.ad.jp/
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今後のスケジュール

•今後とも皆様の声をお聞きし、SINET6の機能向上等に反映していきます
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2019年度 2020年度 2021年度 2022年度

▲本格運用開始

SINET5

SINET6

移行

次期ネットワーク各種調達

詳細設計・構築

次期ネットワーク構想

説明会・相談会・ヒアリング

意見反映

Today

共同調達 構築

ヒアリング
個別相談

協定書


